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内容

活動目的の確認

これまでの整理

協調学習におけるITの利用

協調学習システムの特徴

利用場面の拡大

標準技術との関係

議論



標準化支援ＷＧの活動目的

日本がISO/SC36において提案した協調学
習に関する標準規格案のレビュ

必要十分性

有効性

関連標準規格の調査

IMS Learning Design
その他IT標準規格や共通プラットフォーム



適用推進ＷＧの活動目的

協調学習支援システムの事例調査

ＩＴを活用した協調学習の導入にあたって
のガイドを検討



協調学習におけるＩＴの利用

ＩＴを利用するにあたって明確にすべきこと

なぜ、ＩＴを利用するのか？

誰のため、何のために？

ＩＴを利用することで期待する効果は？

学習方法との関係は？

..



協調学習におけるＩＴの利用

ＩＴ（ツール、サービスなど）の選択基準
は？

必要な要件を満たす機能（目的に一致）

使い易さ

入手可能性

他の環境との相性

..



協調学習システムの特徴

どのような利用場面を想定したシステム

学習形態

利用者間のコラボレーションの方法

学習目的



協調学習システムの特徴

どのような学習形態に利用するのか？

（１）グループ学習や講義形式の拡張

（２）話題共有や情報交換を中心にした活動

（２）（１）

活動の目的 非共有の場合あり共有

活動の形態 インフォーマルフォーマル

構成員 流動的固定的

役割 流動的固定的

システムの要件 アウェアネス（発見）
活動支援
情報統合

講義支援
（準備、実施、評価）



（参考）CLの形態

ゴール指向 ／ オープンエンド

構成（創造）的 ／ 説得的

幅の広い相互理解 ／ 深い理解

探求的 ／ まとめ的

タスク共有 ／ 結果共有

シミュレーション ／ 実問題解決

・・・
e-Learning Forum Winter
香山氏資料より



協調学習システムの特徴

どのような利用者間のコラボレーションの
方法を支援するのか？

同期／非同期の観点から

時間

同期 非同期

（機能要件）
リアルタイムコミュニケーション
アプリケーション共有

（システム例）
ネットミーティング
チャット
リアルタイムシミュレータ

（機能要件）
情報共有
コンテキスト共有

（システム例）
ドキュメント共有
掲示板
共同編集ツール



協調学習システムの特徴

どのような学習目的を達成できるのか？
（１）対象領域の知識獲得

例：学習シミュレータによる体験学習など

システムの要件：学習シミュレータ、コンテンツの提供など

（２）実践的スキル（メタスキル）の獲得
例：コミュニケーションスキル獲得、ロールプレイングによる役
割の体験など

システムの要件：コミュニケーション機能、参加者への役割の
付与など

（３）形式化しにくい知識の獲得
例：気づきや試行錯誤による知識の獲得

システムの要件：コミュニケーション過程、思考過程のフィー
ドバック、可視化ツールなど



協調学習システムの特徴

事例システムの特徴は？

特に規定なし

PowerPointやPDF
などが利用

掲示板、質問箱

シミュレータ（外部提供
との連携）

高等教育の講義
内のグループ学習

学習基盤システ
ム

特に規定なし（シス
テム内部の仕組み）

コンテンツへの注記
やデジタルノートと
の関連付けが可能

映像の配信、デジタル
ノート、アプリケーション
の共有（操作、画面）

同期型協調集合

学習（教室全体の
イメージ）

Broad-NE

Webで閲覧可能な
シナリオ形式のコン
テンツとして提供

チャット、共有ボードグループ学習エージェント指向
協調学習システ
ム

コンテンツの形態コラボレーションの方法想定する学習形態



協調学習システムの特徴

整理するための何か良い観点はあります
か？



利用場面の拡大

企業内でも協調学習（の技術）が有効に利
用できる

ナレッジマネジメント・システムやグループ
ウェアとの関係が深い

コラボレーションツール機能の発展（IDC、2001年、CIOより）



利用場面の拡大
機能 2001年 2003年 2005年

リアルタイム連携 チャット／インスタントメッ
セージング
オンライン出社確認
サードパーティアプリケー
ションへの一定のアクセス

（これまでの機能）＋
オンライン・ミーティング
アプリケーション共有

すべてのリアルタイム機
能をシームレスに

アプリケーション配信モデ
ル

社内管理ソフトウェア
サードパーティやISVの名
で提供されるホステッドサ
ービス

（これまでの機能）＋
個々のTCA機能にアクセ
スするためのホステッドモ
ジュール

2003年と同じ

他のアプリケーションとの
統合

TCAと他のアプリケーショ
ンで情報を交換するため
の特別な統合

TCA の 中 で 業 務 ア プ リ
ケーションに搭載されてい
る機能や情報にアクセス
するための標準統合機能

コ ン テンツとエンドユー
ザ・リポジトリを共有する
ことで各種デバイスを使っ
たコラボレーティブなビジ
ネスコンテンツの作成が
可能

ワイヤレスアクセス 新規に追加されたコンテ
ンツや変更されたコンテン
ツ、予定の期日を過ぎた
仕事、特定ユーザのログ
インといったイベントを電
子 メ ー ル や ペ ー ジ ャ を
使って知らせる機能

（これまでの機能）＋
TCAの全機能へのアクセ
ス

（これまでの機能）＋
TCAを介して他の業務ア
プリケーションにアクセス
する機能

コラボレーションツール機能の発展（IDC、2001年、CIOより）



標準技術との関連（１）

ISO/SC36 協調技術標準との関連

Collaborative Workplace
共同の場＝｛場、人、通信手段、知識、法則｝(※
１）の観点

Learner to Learner Interaction scheme
学習オブジェクトメタデータとの観点

有効性の検証はこれから。。



標準技術との関連（２）

IMS Learning Design
学習環境のメタモデル定義



標準技術との関連（３）

IMS Learning Design Collaborative Workplace Learner to learner
interaction schema

標準規格の目的 教育・学習のプロセスの
デザインを形式的記述

対象とする学習形
態

多様な学習形態
（協調学習を含む）

協調学習（グループ学習） 協調学習（グループ学習）

主な標準化項目 ・概念モデル
・情報モデル
・振る舞いモデル

・協調作業場データモデル
・協調ログデータモデル

・ Collaborative Learning 
Plan Scheme
・ Collaborative Learning 
Plan Instance

対象の範囲 個人のアクションレベル
まで対象

学習的なアクティビティは
対象としていない

グループのアクティビティま
で対象

類似点 ・モデルが対象（実装方法の標準化ではない）
・設計情報を決めている（Learning DesignとL2L）

相違点 ・協調ログに着目（CW）
・明示的なグループの存在を定義（L2L）

Learning DesignとCL標準の関係



標準技術との関連（４）

IT標準技術（デファクト）の利用

Webアプリケーションの標準アーキテク
チャの採用

OKI（Open Knowledge Initiative）の取り
組み



OKI(Open Knowledge Initiative）

database File Services Security Etc.

Institutional Infrastructure

Common Services

Local Implementations

Authorization
API

DBC
API

Fileing
API

LocalID
API

Hierarchy
API

Scheduling
API

Authentication
API

Logging
API

Usermessaging
API

Workflow
API

Shared
API

Educational Services

Local Implementations

Course Mgmt
API

Assessment
API

Communication
API

Content Mgmt
API Etc.

Educational Applications

Educational
Software

Educational
Software

Educational
Software

Educational
Software

Educational
Software

Learning Management System

Shared Objects



Chef

Templets

Services API

Servlet

ポータルエンジンの外からの
アクセスサービス

Portal
Engine

Jetspeed
Velocity
CHEF

Web
Server

Tomcat
Turbin

Services

Non-HTTP Components （E-Mailなど）





ポータルページナビゲーション

ＣＨＥＦ：ツールセレクション













議論

協調学習、および他の次世代学習基盤へ
のご意見をお願いします
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